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方 法:2004年 か ら2018年 ま で に 熊 本 大 学 産 婦 人 科 に お いて 加 療 したstagelli-IV卵 巣
癌 症 例204例 の うち、 初 回 手 術 で卵 巣 癌 に対 す る基 本 手 術(単 純 子 宮 全 摘 出 術+両 側 付
属 器 切 除 術+大 網 切 除 術)を 施 行 した56例 に つ い て 、病 理 組 織 学 的 に確 認 され た 大網 転
移 の 有 無 に よ り2群 に 分 類 し、そ の臨 床 病 理 学 的 特 徴 と予 後 に つ い て 比 較 検 討 を行 った。
結 果 の概 要 は 以 下 の 通 りで あ る。
1)大 網 転 移 有 は36例(64.3%)、 無 は20例(35.7%)で あ った 。
2)腹 膜 播 種 は 大 網 転 移 有 群97.2%vs.無 群65.2%で 、 有 意 に 前 者 で 多か った 。
3)初 回 手 術 時 に実 質 臓 器 へ の 血 行 性 転 移 を 認 め た7例 中6例 が 大 網 転 移 有 で あ った 。
4)5年 生 存 率 は 大 網 転 移 有 群43.4%vs.無 群93.8%で あ り、 全 生 存 期 間 、 無 増 悪 生 存 期
間 と も 前 者 で 有 意 に短 縮 して い た 。
5)コ ック ス 比 例 ハ ザ ー ドモ デ ル に よ る 多 変 量 解 析 で は 、 大 網 転 移 は 全 生 存 期 間 に 関 す
る独 立 した 予 後 不 良因 子 で あ っ た 。
6)再 発 時 の 化 学 療 法 奏 効 率 は 大 網 転 移 有 群 が 有 意 に低 値 で あ った(31.6%vs.85.7%)。
結 論:播 種 の ひ とっ と考 え られ ていた大網 転移 の有 無が 予後不 良 と抗癌 剤 抵抗性 に関
与 して いる ことが示 され た。 この解析 結果 を踏 ま えた大網転 移病巣 形成 の分子 メカニズ
ムや 抗癌 剤抵 抗性 に関わ る腫瘍微 小環 境 につ いての基礎 的解 析 を行 うこ とが 更 なる病 態
解 明 や新 たな治療戦 略開発に必 要 と思わ れた 。
審 査 で は、1)卵 巣癌が 増 えている理 由、2)大 網転移 研究 がほ とん どなか った理由、
3)多 変量解析 の手法 、4)大 網 切除術 の治 療 的意 義 のエ ビデ ンス 、5)血 行 転移癌細
胞 が他 臓 器 よ りもまず 大網 を指 向す る分 子 メカ ニズム 、6)大 網転移 そ の ものが悪性形
質 で ある根拠 、な ど非常に活 発 な質疑 が行われ 、申請者か ら概ね適 切な回答 が な された。
本研 究 は、大 網転移が 進行 期卵 巣癌 患者 の 独立 した予後 不 良因子 で ある と同時に化学
療法 抵 抗性 との 関連性 を明 らか にす る とともに、 大網転移 の詳 細な臨 床的観 察 お よび基
礎 的研 究 に よる大網転移機 序 解明 の重要性 を示 した もの で、卵 巣癌 に対す る革 新的 な診
断 お よび治療戦 略の発展に 資す る研 究で あ り学 位 の授 与に値 す ると評価 され た。
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